


















































　土 地 利 用 図 を 作 成 す る に あ た り、
『 御 府 内 往 還 其 外 沿 革 図 書 』１）（江戸幕府普請
お ふ ない おう かん その ほか えん かく ず しょ
奉行編）・『 御 府 内 場 末 往 還 其 外 沿 革 図 書 』２）








































































































































































































方（約 1.1 挨）と東方（0.58 挨）に確認でき
る。第Ⅱ期には江戸城西方に広大な広小路が
設けられた（約 4.5 挨）。しかし、第Ⅰ期に存
在した北方の広小路は消滅し、武家地へと変
化した。また、西方にあった、広小路も町人
地へと姿を変えた。代わって、南東の方向に
新しく広小路ができた（約 0.3 挨）。第Ⅲ期に
なると、広小路は江戸城の北方の神田川沿い
だけになった（0.34 挨）。第Ⅵ期には、対象範
囲内に、広小路を確認することはできなく
なった。
　防火堤は江戸城の東方、約 1㎞にあり、長
さ約 1.2㎞、第Ⅰ期・第Ⅱ期と存在していた。
その後、第Ⅲ期には一度、水路へと変化した。
しかし、第Ⅳ期になり、その水路沿いに新た
に設けられた。
４．考察
　江戸時代を通しての土地利用の変化は、土
地利用図を比較した限りでは、大きな変化は
なく、ミクロスケールでの変化しかなかった。
これは江戸幕府を開く際に、幕府は計画的に
城下町を建設し、その後、1657年明暦の大火
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図７　火除地・広小路の面積変化
後の都市計画で防火対策を意識した土地利用
が決められた。それは、幕末まで変わること
はなかった。よって、土地利用の大きな変化
は見られなかったと考えられる。
　土地利用と標高の関係は、大名は海沿いや
河川・水路沿いに蔵や下屋敷を建てていたた
め、標高の低いところにも、武家地が見られ
たものと考えられる。百姓地は渋谷川（古川）・
目黒川沿いに見られたが、神田川沿いには見
られず、土地利用と標高の関係は無いように
思われ、むしろ、都市計画や江戸城からの距
離に関係があるように思われる。
　広小路や明地・火除地は延焼を防止するた
め、明暦の大火後、江戸城北側を中心に数多
く設置された。時代を追うごとに武家地や町
屋などに転用された。これは、江戸の中心部
の人口が増加し、空地となっていた広小路や
明地・火除地に住み始めたためと考えられる。
５．おわりに
　本研究は、江戸の土地利用図を GISを用い
て復元し、土地利用変化に強い影響をもたら
したと考えられる、大火・大地震などの災害
の前後に着目し、その前後の時期の土地利用
図を作成し、土地利用変化を明らかにするこ
と、GISを用いて作成した土地利用図と数値
地図を用いて、土地利用を標高別に分類し、
どのような特徴があるかも、明らかにするこ
とを目的としていた。
　作成した土地利用図を概観しても、江戸時
代を通じて、土地利用に大きな変化は見られ
なかったが、ミクロに見ると、防火設備とし
ての広小路、明地・火除地は、一部を残して、
町屋や武家地に変化したことがわかった。土
地利用と標高値の関係について、顕著な特徴
が現れたのは、「町屋」だけであった。また、
武家地は標高 1～ 5ｍの間にも存在している
ことがわかった。
謝辞　　
　本論文作成にあたり本学非常勤講師の清水
靖夫先生には、土地利用図作成の面で御助言
を賜り、深く感謝いたします。また、様々な
面で御協力頂いた、国土地図㈱の横山誠二氏、
昇寿チャート㈱の高橋晃氏、内外地図㈱の柴
田剛氏・竹村和広氏に御礼申し上げます。
参考文献
江戸幕府普請奉行編：御府内往還其外沿革図
書（原書房により、1987年に復刻）
江戸幕府普請奉行編：御府内場末往還其外沿
革図書（科学書院により、1997年に一部復
刻）
柏書房（1983）：明治大正昭和　東京 1万分
の 1地形図集成、柏書房、pp10-12、pp15-
18、pp21-23
― 21 ―
注
１）・２）『御府内往還其外沿革図書』及び『御府
内場末往還其外沿革図書』は、幕府の普請奉
行による府内沿革調査の成果を図帳におさめ
たもので、全部で 22冊ある。そのうち、1か
ら 15までが『御府内往還其外沿革図書』で、
16以降が『御府内場末往還其外沿革図書』で
ある。現在は、東京都公文書館と国立国会図
書館に一部分を除き所蔵されている。
３）各時期について計 6枚の土地利用図を作成し
たが、紙数の都合により第Ⅰ期・第Ⅲ期を示
す。
国土地理院（1996）：数値地図 50mメッシュ
（標高）（日本Ⅱ）、国土地理院
児玉幸多　監修（1994）：復元・江戸情報地
図、朝日新聞社、pp4-124
洪　忠烈（1992）：20世紀初頭における東京
の土地利用図―幕末の江戸との比較を通し
て―　地理学評論 66A-9、pp540-554
清水英範・布施孝志・白井健太郎・上野博義
（1999）：古地図分析支援システムの開発、
全国測量技術大会 '99学生フォーラム発表
論文集、pp67-70
童門冬二（1999）：東京の都市計画、文春新
書、pp91-110、pp146-164
内藤　昌（1966）：江戸と江戸城、鹿島出版
会、pp50-133
波田野純（1998）：復元・江戸の町、筑摩書
房、pp118-128、150p
正井泰夫（1975）：2万分の 1「江戸の都市的
土地利用図」、地図、13-1、pp31-38
― 22 ―
